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作業場内で

小池淳一さん

稲
作
農
家
の
後
継
者
小
池
淳
一
さ
ん
【
下
井
地
区
】
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

　

就
農
の
き
っ
か
け
は

　

就
農
の
き
っ
か
け
は

　

代
々
専
業
農
家
と
し
て
実
家
が
農
家
を
営

ん
で
い
た
の
で
、
い
ず
れ
は
自
分
が
継
ぐ
く

ら
い
の
軽
い
気
持
ち
で
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。
社
会
人
と
な
り
、
車
の
整
備
士
と
し
て

し
ば
ら
く
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
26
歳
の
頃

に
本
格
的
に
就
農
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
ま
だ
「
家
の
手
伝
い
」
的
な
感

覚
が
強
く
て
、
夏
と
冬
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

な
が
ら
の
生
活
で
し
た
。
30
歳
を
過
ぎ
結
婚

し
、
家
族
が
増
え
、
仕
事
に
対
す
る
考
え
方

な
ど
が
自
分
の
中
で
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
今
ま
で
手
伝
い
程
度
の
気
持
ち

で
や
っ
て
い
た
農
業
が
、
段
々
と
楽
し
く
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
の

を
、
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
状
況
、
課
題

　

現
在
の
状
況
、
課
題

　

現
在
は
同
居
し
て
い
る
両
親
に
相
談
・
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
、
四
季
折
々
で

や
る
べ
き
作
業
を
適
期
に
こ
な
せ
る
よ
う
試

行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

　

同
年
代
の
農
家
仲
間
も
増
え
て
き
て
、
お

互
い
の
家
を
行
き
来
し
た
り
、
様
々
な
情
報

を
も
ら
っ
た
り
、
意
見
交
換
な
ど
も
し
て
交

流
で
き
て
い
る
の
が
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。

　

農
業
事
務
所
さ
ん
や
農
協
さ
ん
が
主
催
す

る
勉
強
会
・
研
修
会
・
視
察
に
も
積
極
的
に

参
加
し
、
新
し
い
知
識
を
持
ち
帰
っ
て
家
族

と
共
有
し
、
農
作
業
に
活
か
せ
る
よ
う
こ
こ

ろ
が
け
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
労
働
力
の
確
保
や
作
業
効

率
を
上
げ
る
た
め
の
農
機
具
導
入
な
ど
も
、

今
後
の
課
題
で
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
や
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
「
ス
マ
ー
ト

農
業
」
な
ど
も
、
近
い
将
来
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
み
た
い
で
す
。

　

農
家
は
体
が
資
本
な
の
で
、
健
康
に
気
を

付
け
な
が
ら
地
元
の
仲
間
や
家
族
と
楽
し

く
、
お
い
し
い
お
米
を
こ
れ
か
ら
も
作
り
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
、
目
標
な
ど

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
、
目
標
な
ど

　

近
年
は
農
家
の
高
齢
化
に
よ
り
、
農
業
を

継
続
で
き
な
く
な
る
方
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
地
元
の
方
々
や
同
世
代

の
農
家
と
連
携
し
、
効
率
の
良
い
土
地
の
集

約
化
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
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新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

印
西
市
農
業
委
員
会
会
長

印
旛
郡
市
農
業
委
員
会
連
合
会
会
長

　
　
　
　
　
　 

篠 

田 

道 

雄

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
当
委
員

会
の
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
わ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
早
く
も
折
り
返
し
地
点
を
経

過
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
間
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
令
和
の
コ
メ
騒

動
」
で
の
米
価
高
騰
、
ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
耕
作
地
の
荒
廃

や
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
農
業
従
事
人
口
の
減
少
な
ど
が
進
行
し
、

「
食
」
を
め
ぐ
る
環
境
は
い
よ
い
よ
混
迷
を
極
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
近
年
は
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
が
盛
ん
に
叫
ば
れ

て
お
り
ま
す
。
一
例
を
あ
げ
ま
す
と
、
米
作
り
に
お
い
て
田
植
え
も

育
苗
も
不
要
、
水
管
理
に
い
た
っ
て
は
年
間
約
数
回
で
済
む
「
節
水

型
乾
田
直
播
」
と
い
う
、
コ
ス
ト
を
６
割
、
労
働
時
間
に
至
っ
て
は

７
割
も
削
減
す
る
一
方
、
収
益
性
と
品
質
を
ほ
と
ん
ど
落
と
さ
な
い

技
術
が
導
入
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
か
け
が
え
の
な
い
農
地
を
引
き
継
ぐ
た
め

に
、
今
後
も
委
員
一
人
ひ
と
り
が
進
取
の
気
性
を
持
ち
、
新
し
い
手

法
に
目
を
向
け
て
農
家
の
皆
様
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く

し
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
益
々
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆◆
◆◆
◆◆
◆◆
◆◆  

委
員
会
活
動
報
告

委
員
会
活
動
報
告  

◆◆
◆◆
◆◆
◆◆
◆◆

10/15　農業者年金研修会（印西市　農業委員会会議室）
10/23　関東ブロック女性農業委員会等研修会（千葉市　千葉県教育会館）
11/ 1　いんざいふるさと産業まつり（印西市　イオンモール駐車場）
11/12　印旛・香取ブロック農業委員・農地利用最適化推進委員研修会
　　　　（栄町　ふれあいプラザさかえ）
11/21　担い手確保育成・農地利用最適化シンポジウム
　　　　（千葉市　青葉の森公園芸術文化ホール）
11/27　全国農業委員会会長代表者集会（文京区　文京シビックホール）
毎月実施している審査会・総会のほか、様々な研修、会議、イベントに参加しています。
自己研鑽に努め、今後の委員会活動の発展につなげます。

いんざいふるさと産業まつり（印西市 イオンモール駐車場）関東ブロック女性農業委員等研修会（千葉市 千葉県教育会館）

担い手確保育成・農地利用最適化シンポジウム（千葉市 青葉の森芸術文化ホール）印旛・香取ブロック農業委員・農地利用最適化推進委員研修会（栄町 ふれあいプラザさかえ）
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R2 R3 R4 Ｒ 5 R6
鳥　　　 類 77 69 48 53 58

小
動
物

ハクビシン 112 120 121 78 96
タ　ヌ　キ 214 161 154 149 144
アライグマ 45 39 68 78 117

イ　ノ　シ　シ 869 733 1064 1122 957
　市内で農作物に被害を及ぼす有害鳥獣の過去５年間の捕獲数の推移は上記のとおりとなっています。
　令和６年度の傾向ですが、イノシシの捕獲頭数は若干減ったものの捕獲内容については例年とあまり
変化はありません。小動物については、アライグマの捕獲数が年々増加していることから、より一層の
繁殖が進んでいると考えられます。
　農作物被害については横ばい傾向にありますが、これまで目撃や出没のなかった地域からの相談が増
えてきています。
　「捕獲」はもちろんですが、「防除」・「環境整備」といった一人ひとりができる対策を実施していくこ
とが大切だと考えられます。

【担当】印西市環境経済部環境保全課鳥獣被害対策係　℡：0476-33-4439

有 害 鳥 獣 捕 獲 数有 害 鳥 獣 捕 獲 数（（Ｒ2Ｒ2～Ｒ6）～Ｒ6）

お問い合わせは 印西市環境経済部農政課振興係 まで

組織の設立 事業計画の
作成

申請書類の
提出

（℡：0476-33-4488）

活動の実施
交付金の交付・ 活動の記録

報告・

農地維持支払交付金

種別 農地維持支払交付金
資源向上支払交付金（共同） 資源向上支払交付金

（施設の長寿命化）（～ 年目） （ 年目～）

田 円 円 円 円

畑 円 円 円 円

※交付単価は条件によって変動する場合があります。 ≪令和 7年度現在の単価≫

農業・農村は、国土の保全、水源の涵養、自然の保全、良好な景観の
形成等の多面的機能を有し、その利益は広く国民が享受しています。

多面的機能支払交付金とは、水路、農道、法面等の農業を支える共用
設備の保全管理に取り組む農業者や地域住民の共同作業に支払われる交
付金です。

活動の手順

交付単価（ ａ当たり） 活動面積に応じて、年額、以下の単価により交付されます。

水路の泥上げ、農地法面の草刈り、農道の路面維持 等
地域資源の基礎的保全活動

地域資源の適切な保全管理のための推進活動
農用地、水路、農道等の地域資源の保全管理のための「地域資源保全管理構想」づくり

資源向上支払交付金（施設の長寿命化）

資源向上支払交付金（共同）

水路、農道、ため池の軽微な補修 等
施設の軽微な補修

植栽活動、生き物調査、水質保全にかかる水質モニタリング実施 等
農村環境保全活動

多面的機能の増進を図る活動
遊休農地の有効活用、地域住民による直営施工 等

施設の長寿命化のための活動
未舗装農道の舗装、素掘り水路からの更新

多面的機能支払交付金の活用について
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地
元
の
委
員
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。柴海推進委員

  

第
５
地
区
担
当

第
５
地
区
担
当

  

柴
海
祐
也

柴
海
祐
也  
推
進
委
員

推
進
委
員

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  
（
松
虫
）

（
松
虫
）

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
柴
海
さ
ん
は
㈱
柴
海
農
園
を

経
営
、
多
品
目
の
露
地
野
菜
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
内
に
直
営
の
古
民
家

カ
フ
ェ
「8TA

KE(

は
た
け)

」

を
昨
年
オ
ー
プ
ン
、
千
葉
県
内
の

有
機
農
家
で
「
ド
リ
ア
ン
」
と
命

名
し
た
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ

る
な
ど
、
多
方
面
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　
全
国
農
業
新
聞
を

　
　
　
　
購
読
し
ま
し
ょ
う
！

農
家
の
た
め
の
情
報
誌
で
す
。

⃝

毎
週
金
曜
日
に
発
行
（
週
刊
）

⃝

購
読
料　
月
額
７
０
０
円
（
送
料
・
税
込
）

⃝

お
申
込
み
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

　
　
　
　
（
電
話 

０
４
７
６

－

３
３

－

４
７
０
７
）

集

記

編

後

　

令
和
８
年
の
ス
タ
ー
ト
。
昭
和
に
換
算
す
る
と
「
昭

和
101
年
」
に
な
り
ま
す
。
何
か
あ
り
そ
う
な
楽
し
み
な

一
年
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
、
社
会
変
動
、
自
然
災
害
や
鳥
獣
被
害
、
物
価

高
騰
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
中
、
農
業
経
営
も
転

機
を
迎
え
、
課
題
に
対
応
し
た
経
営
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
時
給
10
円
と
い
う
、
嘘
か
誠
か
の
報
道
も
あ
り

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
確
定
申
告
で
は
い
か
が
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。

　

新
年
も
健
康
第
一
、
喜
び
や
楽
し
み
を
第
一
に
、
時

給
の
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
頑
張
り
た
い
も
の
で
す
。

︿
委
員　

渡
邊　

勝
久
﹀

次の３つの要件を満たす方は、農業者年金に加入できます

農業者年金の特徴

●支払った保険料は、全額社会保険料控除の対象
●終身年金で80歳前になくなられた場合は、死亡一時
　金を支給
●積立方式（確定拠出型）年金

●保険料は自由に決められる（月2万から6万7千円）
※35歳未満で政策支援加入者でない方は、月1万円から

■印西市農業委員会事務局　☎0476-33-4707
■ＪＡ西印旛農業協同組合　☎0476-48-2210

ご相談・お問合せ

◎ 年間60日以上農業に従事する60歳以上65歳未満で農業に従事する
国民年金任意加入者も加入できます

年間 日以上

農業に従事
国民年金第１号

被保険者
歳未満

農業者年金基金
ホームページ

詳しくは・・・

農業者年金基金のシミュレーターで受け取り年金額の試算ができます！

https://www.nounen.go.jp/
農業者年金基金 検索

農業者年金に加入しませんか

農
業
委
員
会
へ
の
申
請
締
め
切
り

農
業
委
員
会
へ
の
申
請
締
め
切
り

▼
毎
月
25
日

  （
閉
庁
日
の
場
合
は
、
前
日
の
開
庁
日
）

　

�

日
程
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
詳
し

く
は
Ｈ
Ｐ
の
予
定
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
事
前
審
査
会　
毎
月
上
旬

▼
総
会　
毎
月
中
旬

編
集
委
員
長　

米
井　

絹
惠

編
集
委
員　
　

五
十
嵐
義
弘　

伊
藤　
　

英

　
　
　
　
　
　

渡
邊　

勝
久　

押
田　

正
光

　
　
　
　
　
　

中
村　

夏
子

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆


